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大
洗
港
と
苫
小
紋
港
と
を
結
ぶ
フ
ェ
!

躍
に
就
航
の
だ
め
¥
日
本
沿
海
フ
ェ
リ
ー
株
式

会
社
で
¥
か
ね
て
か
ら
建
造
中
で
あ
っ
疋
新
鋭

船
ガ
こ
の
ほ
ど
完
工
し
、
そ
の
船
名
も

μ
あ
あ

あ
ら
い
丸
N

と
郷
土
の
題
名
を
冠
し
て
¥
去
る

6
月
お
巴
に
¥
自
く
¥
美
し
い
そ
の
巨
大
な
姿

を
大
洗
港
に
現
わ
し
ま
し
た
。

総
ト
ン
数

7
5
¥
2
0
0ト
ン
・
全
長

?
7

8
m
-
航
海
速
力

2
2
・
9
ノ
ッ
ト
(
主
要
目
・

印
刷
掲
〉
と
い
う
¥
こ
の
最
新
鋭
船
の
初
入
港
に

当
り
、
大
洗
港
振
興
協
会
で
は
こ
れ
を
記
念
し

て
¥
こ
の
日
叡
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し

だ
。
埠
頭
に
は
定
刻
能
力
ら
磯
浜
小
学
枝
と
大

洗
一
中
の
児
童
生
徒

7
、

2
5
0名
を
は
じ
め

地
元
関
係
者
・
住
民
等
多
数
の
歓
逓
者
、
ガ
集
り

熱
い
目
差
し
で
そ
の
入
港
を
見
ま
も
っ
て
い
ま

し
だ
ガ

¥
8時
布
八
刀
¥
ス
タ
マ
イ
ン
花
火
、
刀

打
ち
上
げ
ら
れ
¥
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
ゲ
§
ハ
ン

ド
の
華
や
か
な
演
奏
と
歓
迎
者
の
打
ち
振
る
小

旗
に
迎
え
ら
れ
な
ガ
う
¥
あ
あ
あ
ら
い
丸
は
予

定
ど
お
り
着
岸
し
ま
し
だ
。

船
内
力
う
は
¥
巴
本
治
海
フ
工
リ
の
井
尻

昭
彦
専
務
・
荻
野
彊
船
長
・
高
橋
正
男
機
関
長

ガ
上
陸
し

¥
3人
の
ミ
ス
ポ
i
ト
大
洗
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
花
束
ガ
贈
呈
さ
れ
て
セ
レ
モ
ニ
ー
は
始

ま
り
¥
大
洗
港
張
興
協
会
長
の
竹
内
宏
大
洗
時

長
と
溝
遼
管
理
者
の
歓
迎
撲
出
¥
記
念
白
贈

皇
、
船
主
語
辞
¥
万
オ
三
唱
と
式
典
は
滞
り
な

く
進
み
¥
終
了
し
ま
し
だ
。
こ
の
あ
と
¥
歓
迎

の
小
中
学
生
に
船
内
見
学
ガ
許
可
さ
れ
¥
子
供

達
は
喜
々
と
し
て
タ
ラ
ッ
プ
を
渡
り
¥
船
内
に

吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
芝
。

主要毘

旅客定員
特 等 室…...・H ・-…・-……...一一・……......18名
一等室(洋室・務室)…・・…………….....…・・ー…・・….55名
二等寝台……………υ ……………ー….....313名
二 等…………………・-…・一一・・…...230名
ドライパ一室………………………・…...…・ー…・40名

言十 656名
〈乗組員定員50名〉

「おおあらい丸」自動率航送客船
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闘

ン

還

は

要

機

章

主

ト

海

搭

船

締

本
総
全
全
主
航
富
十

闘

はlil別

子
ふ
れ
め
れ
V

の

協主
賛 f雀

大
洗
町
教
育
委
員
会

日
本
沿
海
フ
ェ
リ
ー
鮒

ひ
と
足
早
い
北
海
道
の
秋
を
親
子
で
楽
し
み

翠
休
み
の
良
い
患
い
出
を
つ
く
ろ
う
。

O
大
洗
i
苫
小
牧
関
に
新
し
く
就
航
す
る
お
お
あ
ら
い
丸
を
利
用
し
、
北

海
道
へ
の
旅
を
通
し
て
、
豊
か
な
親
子
関
係
と
明
る
い
家
庭
の
基
礎
づ
く

り
を
す
す
め
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

i
、
期

8
月
出
日
川
W
1
8
月
加
臼
出

包

4
泊
5
日
(
船
中
2
泊

8/25 大洗発(おおあらい丸)
フェリー

24:00 

8/26 
フェリー
一一~一一苫小牧着点ーホテル(ウトナイレイクホテル治)

20・00

ホテノドー=8高ケンタッキーファーム(自由行動)=ー
8/27 9・00

=札暁(北農健保会館泊)……夕食は各自白血となります。
17:00 

札幌=ー中山峠=ー洞爺湖(昼食)=一昭和新出ニー

8/28 
一登別(熊牧場)一一苫小牧(夕食)一一苫小牧発一一一

23:45 

8/29 
フェリー

大洗着
19:00 

大
人
一
人
二
八
、

0
0
0円

小
人
一
人
二
四
、

0
0
0円
(
中
学
生
を
含
み
ま
す
)

九
O
名
(
叩
名
を
越
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
と
い
た
し
ま

す
。
)
町
内
に
居
住
す
る
親
と
子
(
但
し
小
学
校
3
年
生
以
上

及
び
中
学
生
に
限
り
ま
す
。
)

大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
(
侃
|
2
4
1
1
)

で
受
付
け
ま
す
。

6
、
受
付
期
間

7
月
1
日
1
7
月
目
白
(
十
嵐
接
又
は
電
話
受
付
)

7
、
会
費
納
入
申
込
〆
切
後
期
B
を
指
定
し
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
お
あ
ら
い
丸
の
船
中
で
は
航
海
教
室
(
星
座
教
室
手
旗
訓
練
)
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

2
、
会

費

3
、
定

員

4
、
参
加
対
象

5
、
申
込
受
付
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高年替の皆~ん
繰の芝生で
一闘のんびり

大
洗
町
憶
例
の
第
臼
田
老
人
体
育

祭
・
身
障
者
ス
ポ
j
ツ
大
会
が
去
る
5

月
回
日
間
、
大
洗
ゴ
ル
フ
場
の
緑
の
芝

生
の
上
で
藤
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臼
は
肌
寒
く
、
今
に
も
降
り
出

し
そ
う
な
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が

t~ 

⑧
⑮
①
⑫
 

町
民
マ
マ
さ
ん
パ
レ
l

田
さ
ん
違
コ
l
ト
で
ハ
ッ
ス
ル

去
る
5
月
乱
日
日
開
曜
日
磯
小
体
育
館

で
、
第
日
田
町
民
?
?
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
町
内
の
パ
レ

i
愛
好
会
9

チ
l
ム
の
参
加
に
よ
り
媛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

家
庭
の
主
婦
透
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
し
て
親
睦
と
体
力
の
向
上
を
図
ろ

う
と
実
施
し
た
も
の
で
、
普
段
は
夜
家

事
等
が
終
っ
て
か
ら
の
練
習
で
量
的
に

も
時
間
的
に
も
充
分
と
は
い
え
な
い
練

習
で
す
が
、
こ
の
日
だ
け
は
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
一
試
合
ご
と
に

熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
応
援
に
駆
け
つ

け
た
父
さ
ん
や
子
供
達
の
熱
い
声
援
に

母
さ
ん
達
も
疲
れ
も
わ
す
れ
て
プ
レ
ー

に
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
大
洗
ク
ラ
ブ
が
優
勝
の
栄

誉
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

優

勝

大

洗

ク

ラ

ブ

準
優
勝
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ

第
3
位

磯

小

P
T
A

第
3
位
オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

らあおお昭和62ij:.7月1日

春
季
軟
式
野
球
大
会

べ
戸

l
ズ
初
震
勝

第
臼
回
春
季
町
民
野
球
大
会
が
去
る

5
月
刊
日
か
ら
6
月
3
日
ま
で
の
問
、

町
内
の
高
年
者
八

O
O名
の
皆
さ
ん
が

元
気
に
参
加
し
、
定
制
初
日
時
に
竹
内
宏

町
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
に
先
だ
ち
参
加
者
全
員
に
よ
る

ラ
ジ
オ
体
操
の
あ
と
、
恒
例
の
紅
白
玉

入
れ
で
始
ま
り
、
大
玉
こ
ろ
が
し
・
ど

ん
な
顔
か
な
?
・
ゲ

i
ト
ゴ
ル
フ
・
し

り
あ
い
の
仲
・
仮
装
大
会
・
玉
手
箱
な

一
中
・
南
中
各
グ
ラ
ン
ド
を
利
用
し
て

町
内
の
軟
式
野
球
口
チ
l
ム
に
よ
り
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
な
わ
れ
，
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
町
民
の
み
な
さ
ん
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
親
睦
を
は
か
り
、
地

域
に
住
む
人
達
の
連
帯
を
深
め
る
た
め

に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成
・

果
を
充
分
に
発
揮
し
毎
試
合
ご
と
に
熱

戦
を
展
開
し
、
そ
の
結
果
ベ
ア

i
ズ
チ

ー
ム
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
O
間

体

優

勝
準
優
勝

第
3
位

ベ
ア

i
ズ

常
陽
産
業

白
山
自
工

イ
ン
パ
ル
ス

O
個
人
掛
愛災

鳳量鷺鷺墜繋饗一叶一敢
闘
賞
清
宮
和
平
{
寄
常
陽
藤
霊
業
)

打
撃
賞
井
川
孝
(
ミ
べ
ア
i
ズ5) 

親
善
ソ
フ
ト
、
ポ
i
ル
大
会

牢
朝
よ
り
熱
戦
展
開
さ
る

第
日
回
大
洗
町
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

春
季
大
会
(
金
井
勇
男
会
長
)
が
、

4

月
1
日
か
ら
5
月
四
日
ま
で
の
訪
日
開

磯
小
6

一
中
の
再
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
し

ど
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
特
に
昼
食
休
憩
時
に
は
、
滝
口
保
育

鼠
・
恵
泉
保
育
閤
・
ひ
じ
り
保
育
閣
の

題
児
問
名
に
よ
る
遊
戯
が
披
露
さ
れ
、

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
は
題
児
遠

の
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
十
分
満

足
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
明
寿
会
の
石
井
正
太

郎
(
七
七
)
さ
ん
が
ゲ
!
ト
ゴ
ル
フ
初
ま
っ

て
以
来
の
ホ
l
ル
イ
ン
ワ
Y
を
記
録
し
、

前
よ
り
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

身
障
者
の
皆
さ
ん
も
叩

m
競
走
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ

に
興
じ
体
全
体
で
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
な
お
、
今
年
も
昼
食
時
に
は
大
洗
町

飲
食
后
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

そ
ば
・
う
ど
ん
の
無
料
奉
仕
、
婦
人
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
湯
茶
の
接
待
等
の
奉

仕
、
そ
し
て
大
洗
ゴ
ル
フ
場
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝
6
時
よ
り
試
合
蒔
関
1
時
間
と

い
う
短
い
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎

間
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
選
手
の
皆

さ
ん
は
仕
事
前
の
ひ
と
と
き
、
こ
こ
ち

ょ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
A
リ
i
グ
で
は
磯
ぶ
し
怠
T

8
リ
i
グ
で
は
ト
エ
ン
テ
ィ
が
優
勝
の

栄
冠
を
か
ち
と
り
、
去
る
5
月
羽
目
、

漁
村
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
各
チ

i
ム
の

代
表
者
が
出
席
し
盛
大
に
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
春
・
秋
日
回
を
数
え
町

内
よ
り
却
チ

l
ム
が
出
場
し
、

A
-
B

両
リ

i
グ
に
分
か
れ
総
当
り
制
で
行
な

わ
れ
、
今
期
も
A
リ
l
グ
下
位
3
チ
ー

ム
と
B
リ
i
グ
上
佼
3
チ
l
ム
が
入
れ

替
わ
り
、
各
チ

i
ム
と
も
次
期
へ
の
上

位
入
賞
を
果
た
そ
、
っ
と
お
も
し
ろ
味
を

加
、
え
て
い
ま
す
。

A
リ

i
グ
(
磯
小
グ
ラ
ン
ド
)

優

勝

磯

ぶ

し

亭

7
勝
2
敗

準

優

勝

寿

会

7
勝
2
欺

3

位
サ
ザ
ナ
ミ

7
勝
2
敗

位
加
部
東
冷
凍

5
勝
4
敗

位
ヤ
マ
ハ
チ
9

5

勝
4
敗

佼
松
ノ
木
ク
ラ
ブ

5
勝
4
敗

位
第
一
分
団

4
勝
5
敗

位
二
一
勝
建
設

4
勝
5
敗

4 4 4 7 

青少年櫨議員8

k 紹

昭
和
白
年
度
大
洗
町
青
少
年
相
談
員

が
新
た
に
叩
名
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
は
、
日
頃
か
ら
地
域

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
化
防
止
を

図
る
た
め
の
補
導
活
動
及
び
、
青
少
年

の
住
み
良
い
社
会
環
境
の
浄
化
等
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
問
題
で
お
悩
み
の
方
が
お
り

ま
し
た
ら
各
地
区
に
膏
少
年
相
談
員
が

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

9

位
滝
口
ク
ラ
ブ

1
勝
8
敗

目

位

閉

山

石

油

2
欺

7
休

8
リ
!
グ
(
一
中
グ
ラ
ン
ド
)

優

勝

ト

エ

ン

テ

ィ

7
勝
2
敗

準
優
勝
東
光
ク
ラ
ブ

7
勝
2
敗

3

位

新

友

会

6
勝
3
数

位

共

栄

会

5
勝
4
敗

位

通

り

町

5
勝
4
敗

位
マ
ス
タ
ー
ズ

5
勝
4
敗

位
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

4
勝
5
数

位
サ
ン
ラ
イ
ズ

3
勝
6
歎

位
大
洗
町
役
場

3
勝
6
数

位
モ
ン
ス
タ
ー
ズ

9
欺

4 4 4 7 8 10 8 一
塁
/
大
組
制
@

車
問
調
器

/ 

今
年
も
い
よ
い
よ
海
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。

町
で
は
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
や

大
洗
町
に
来
遊
さ
れ
る
観
光
客
の
皆
さ

ん
が
楽
し
く
、
安
全
に
過
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
各
種
の
催
や
安
全
対
策
等

そ
の
対
応
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

海

開

き

(
7
丹
時
間
)

縁
関
き
式
は
来
る
7
月
日
目
肘
午
前

B水谷虎，K E 
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士区也ー部ー 町釜 I区也 町町 域当

日
時
か
ら
、
大
洗
海
水
浴
場
(
大
洗
都

市
公
園
事
務
所
下
)
で
関
係
者
に
よ
り

行
な
わ
れ
ま
す
。

海
水
浴
期
間

7
月
訪
日
嗣
か
ら
8
月
日
日
同
ま
で

白
日
間
)

有
料
駐
車
場
の
開
設

町
で
は
、
例
年
の
と
お
り
町
有
及
び

県
有
(
県
か
ら
釘
が
委
託
さ
れ
て
管
濯

す
る
)
の
駐
車
場
に
次
の
と
お
り
有
料

期
間
を
設
け
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。O
有
料
期
間

県
営
駐
車
場
(
大
洗
都
市
公
国
区
域
)

7
月
間
日
出
1
8
月
間
日
日

町
営
駐
車
場

7
月
日
目
的
i
8
月
日
日
制

0
時

間

平

日

午

前

6
待
1
午
後
4
持

土
曜
日
午
前
6
時
1
午
後
立
時

日
曜
白
午
前
0
時
1
午
後
4
時

O
料

金
原
付
自
動
二
輪
車
:
:
:
:
一

O
O
R

普
通
車
・
・
・
・
:
:
・
:
四
O
O円

中
型
車
・
・
・
・
:
・
:
七

0
0円

瀬野

井 j青 石 広
海老 木 長谷 鴨 沼 鈴

長クιJミL
開
氏

上 { 呂 井 木 村 JlI 村

邦太宗山E 
木 問

き 繁 貴沢子
}II 

将 正}IJ f言
千憂 譲 真 み 雄 静 公 靖 夫 憲 徳 次 名

(67) (67) おり 6り (67) (67) おり (67) 倍。 (67) (67) (67) (67) (67) お7) 君主
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全夏 船蔵ミ子大 全永 区担

I区也 域i海 農源ー水北 1区也 i度前釜貫 豊 城町 城当

大
型
車
:
・
j
i
-
-
-
一
、
五

O
O円

。

場

所

①
大
洗
都
市
公
関
駐
車
場

②
大
洗
サ
ン
ピ
!
チ
駐
率
場

い
ろ
ど
り
も
鮮
や
か
に

グ
惑
っ
器
購
4

今
年
も
間
関
か
る

大
洗
町
さ
っ
き
同
好
会
(
海
老
沢
好

一
会
長
・
会
員
叩
名
)
で
は
今
年
も
髄

例
の
き
っ
き
展
示
会
を
、
去
る
6
月
日

日
よ
り
目
白
ま
で
由
松
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
部
鉢
の
か
さ
っ
き
。
は
、

日
頃
の
丹
精
に
報
い
る
か
の
よ
う
に
色

彩
も
豊
か
に
誇
ら
し
げ
に
咲
き
、
観
る

人
の
自
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
し

ま
し
た
。
第
口
聞
大
洗
町
さ
っ
き
浸
入
賞
者
名

(
順
不
同
)

鴨
志
田
和
市

榎

本

正

七

小
野
瀬
田
時
二

鈴

木

利

哉

巌

崎

東

明

鈴

木

利

哉

鴨
志
田
和
市

茨
城
県
知
事
賞

関
市
観
光
協
会
長
賞

大
洗
町
叫
長
賞

町
議
会
議
長
賞

町
教
育
長
賞

町
商
工
会
長
賞

町
観
光
協
会
長
賞

保
険
料
の
納
め
が
困
難
な
場
合

免
除
の
手
続
き
を
グ

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
二

五
年
以
上
(
昭
和
五
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
は
年
齢
に
応
じ
て

短
縮
さ
れ
ま
す
二
納
め
ら
れ
た
期
間

に
よ
り
、
六
五
歳
(
六

O
歳
か
ら
繰

り
上
げ
議
求
で
き
る
。
)
か
ら
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
罰
難
で
あ
る

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
二
軒
民
税
の

申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
方
や
生
命
保

険
な
ど
を
一
定
額
以
上
支
払
っ
て
い

る
方
、
ま
た
、
収
入
な
ど
に
よ
り
免

除
き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
七
月
末

日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
で
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
っ
て
、
免
除
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

認
め
ら
れ
ま
す
と
、
一
年
間
の
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
免
徐
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
受
け
る
年

金
額
は
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
過
去
一

O
年
の
開
に
免
徐
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
免
除
期

間
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
て
、
よ
り
多

く
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か

年
金
の
加
入
手
続
き
を
グ

踊噛ニ
O
歳
に
な
っ
た
と
き

いこ 方大 のそ林農
るO (学
方歳 任等

f配時漁以 意に
前 力日:在

者 〆業自品ぷ，7J' 入学
ら )し

勤 て
め 、，、 の

て る
方

行会 右
耳得弱元 かん印っ干土 の

力E
共 入

主再主て
j斉 手
品且 続
メE〉3、 き
な と

年帳事国てど 同
。〉 じ
t旦
当
者
もミ

手
続
き
を

@
一
一

O
歳
以
後
の
人
の
場
合

様 j荷サ とサ 上(奥 専を女 業サ
が六ラ

婚離ラリ
にま様 業主 や性 ~フ

六01 なたが めの
。歳 し| つは再就 婦サ方
歳て、 7 たマ ?こ生号 にラカミ ママ
未退/ 場ン 場収職 な 1)会 ン
満職合 合の 合百し つ l社 lJ' 

のし呈人
)万た たマや ら

王 同場 場ン役 自
場合奥が 人 以合 合の所 営

印ご 正n 提年 者 i緩ご を参交
か主 7J' 出金 格資 、主 提し付
ん人 ん 手 印人・ 出てを

主力支 を I阪 取かの 「受

持央ZしF 
メι〉 得ん健 国lナ参 寸x失，
屈を康 災て

しイ寸 持

ユ保 年会被 たいて を て
共9ミ' 

戸XL』 し 援し険
長け 一，

て 出て奇 保年金種
Jjl]て

耳変更目
一，
国」

検手

重た

種 者帳
Jjl] 民主

宇資~fÔ[J 
届z届 変

年金1的L 
曹三 取か

を手 を 届 被年 得ん
提帳 提

L 

保険手金 」届持を
出 出 を

踊
轡
尚
子
生
以
外
の
方
の
任
意
加
入

六
O
歳
j

六
五
歳
ま
で
の

場
合
(
納
付
期
間
に
満
た

な
い
方
)

印
か
ん
、
年
金
手
帳
を
提
出

闇
畏
年
金
の
保
険
料
は
時
払
で
す
グ

締
め
高
れ
同
地
あ
り
ま
せ
ん
か
?

ま
だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
七
月
分
の

保
険
料
と
あ
わ
せ
て
納
め
ま
し
ょ
う



開
会
式
は
九
時
半
か
ら
行
わ
れ
、
四

日
教
育
長
の
挨
拶
、
伊
藤
磯
浜
小
学
校

長
の
お
話
が
あ
り
午
前
十
時
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出
発
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
サ
ン
ビ

l
チ
海
岸
道
路

脇
の
旧
護
岸
沿
い
を
走
り
、
勘
十
堀
i

大
賞
橋
を
渡
っ
て
姻
沼
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
に
入
り
、
田
植
の
終
っ
た
広
々

と
し
た
縁
の
悶
腐
と
溜
沼
の
景
色
を
み

な
が
ら
快
走
し
、
広
浦
で
休
憩
を
し
て

か
ら
毅
沢
ま
で
行
き
湖
畔
で
親
子
、
友

達
と
楽
し
く
昼
食
を
し
ま
し
た
。

こ
の
間
出
発
し
で
か
ら
約
二
時
間
、

十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
破
し
ま
し
た

が
子
供
達
は
全
く
疲
れ
を
み
せ
ず
今
回

作
成
し
た
黄
色
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ゼ
ツ
一

ケ
ン
を
絢
に
つ
け
元
気
に
走
り
ま
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

帰
途
は
、
途
中
の
休
憩
を
と
ら
ず
一

気
に
関
じ
コ

i
ス
を
一
一
良
り
午
後
三
時
全

員
無
事
に
大
震
小
学
校
に
着
き
解
散
し

ま
し
た
。
全
コ

i
ス
の
交
通
整
理
、
安
全
指
導

に
当
っ
て
い
た
だ
い
た
、
町
体
育
協
会

卓
球
部
、
動
燃
オ
リ
エ
ン
テ

i
リ
ン
グ

部
、
町
輸
業
商
組
合
の
皆
さ
ん
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和62年7FllE1

運
動
公
園
敷
地
造
成
(
第
一
期
工
事
)

の
手
に
よ
り
完
成

し
式
行
本
わ
れ

26も者全員完建

「
高
額
療
養
費
」
に
つ
い
て

、
金
二
千
五
百
万
円
也

ム
広大クンリクイサ民

田

町
5
洗

第

大

肌
水
戸
カ
ン
ツ
リ

l
倶
楽
部
殿

皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時
、
病

院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額
二

部
負
損
金
)
が
五
万
四
千
円
を
超
、
え

た
場
合
そ
の
超
え
た
額
は
圏
保
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
支
給
の
条
件
〉

@
同
一
人
で
月
の
一
日
か
ら
月
末
ま

で
の
丹
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

@
病
院
(
医
院
)
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

@
総
合
病
院
の
場
合
は
各
診
療
科
ご

と
に
別
計
算
し
ま
す
。

@
一
つ
の
病
院
で
も
通
院
と
入
院
は

別
計
算
と
な
り
ま
す
。

@
保
険
の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ド
代

や
付
添
看
護
な
ど
は
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

@
一
つ
の
世
帯
で
同
じ
月
内
に
、
そ

れ
ぞ
れ
自
己
負
担
額
三
万
円
(
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千
円
)

以
上
支
払
っ
た
人
が
数
人
い
た
場

合
、
合
算
し
て
五
万
四
千
円
を
超

え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

@
同
じ
世
帯
で
前
三
一
ヵ
月
の
関
に
高

額
医
療
費
の
支
給
が
四
回
あ
れ
ば
、

四
国
自
か
ら
は
三
万
円
を
超
、
え
た
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
血
友
病
や
人
工
透
析
を
必

要
と
す
る
慢
性
腎
不
全
等
に
つ
い
て
は

自
己
負
担
は
一
ヵ
月
一
万
円
で
す
み
ま
す
。

こ
の
場
合
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

を
病
院
の
窓
口
へ
提
出
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

町
道
改
良
整
備
費
の
一
部
協
力

金
と
し
て
。

本
年
1
丹
、
陸
上
自
衛
隊
勝
国
施
設

学
校
の
手
に
よ
り
着
工
さ
れ
た
運
動
公

園
敷
地
造
成
(
第
1
期
工
事
)
は
、
整
地

面
積
7
5
、
2
0
o
u
・
切
土
1
6
2
、
6

-
O
U
と
い
う
誠
に
大
規
模
な
土
木
工

事
で
あ
り
ま
し
た
が
、
弓
指
作
業
隊
長

以
下
U
名
の
作
業
隊
員
の
皆
さ
ん
の
懸

命
な
努
力
に
よ
り
、
順
調
な
進
捗
を
示

し
な
が
ら
、
去
る
5
月
何
日
日
予
定
ど
お
り

完
成
し
、
翌
お
日
に
引
渡
し
式
が
漁
村

セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
自
衛
隊
と
大
洗
町
の
関
係
者
が

列
席
す
る
な
か
で
、
弓
指
作
業
隊
長
の

作
業
経
過
設
明
で
始
ま
り
、
施
設
学
校

三
橋
副
校
長
と
竹
内
町
長
と
の
間
で
、

完
成
通
知
書
と
確
認
受
領
蓄
の
授
受
交

換
が
あ
り
、
次
い
で
竹
内
町
長
か
ら
作

業
隊
に
感
謝
状
が
繕
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
町
長
式
辞
・
副
校
長
挨

拶
・
菅
原
町
議
会
議
長
祝
辞
と
続
き
、

式
も
滞
り
な
く
終
わ
り
、
造
成
工
事
の

引
渡
し
が
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

一
、
金
百
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
八
九
口
番
地

関
野
清
兵
衛
殿

大
洗
町
教
育
振
興
事
業
の
一
部

と
し
て
。

一
、
金
一

O
万
円
也

大
洗
町
叫
成
田
町
一
八
八
九
番
地

今

泉

菊

治

殿

大
洗
町
社
会
福
祉
事
業
の
一
部

と
し
て
。

大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
は
、
町
教
育
委
員
会
及
び
自
転
車
月

間
推
進
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
五
月

三
十
一
日
「
第
五
田
大
洗
町
民
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

自
転
取
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
交
通
の
用
具
な
ど
と
し
て

子
供
達
の
間
で
も
広
く
愛
用
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
便
利
な
自
転
車
の
安
全
運
転

と
、
交
通
ル

i
ル
を
身
に
つ
け
る
た
杭

五
月
の
自
転
車
月
間
行
事
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

本
大
会
は
先
週
の
二
十
五
日
の
予
定

で
し
た
が
、
建
前
付
近
の
コ

l
ス
が
冠

水
し
た
た
め
延
期
し
ま
し
た
が
、
当
日

は
快
晴
で
絶
好
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
臼
和

に
恵
ま
れ
、
小
学
生
、
父
母
な
ど
一
七

O
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
、
金
一

O
万
円
也

大
洗
町
成
田
町
一
八
八
九
番
地

今

泉

菊

治

殿

t;"¥ 

大
洗
町
教
育
振
興
事
業
の
一
部

と
し
て
。

も

大論青年会議開

に協力

一
、
電
子
リ
コ
ピ
ー
一
台

(
二
九
万
八
千
円
相
当

あ

浴

入

吋
心
に
も
栄
養
を
』

健
康
づ
く
り
欝
演
会

盛

混

纏

臨

終

わ

る

電響

南
中
学
校
第
訂
回
卒
業
生

父
兄
代
表
伊
藤
信
子
殿

お

日
本
人
は
一
般
に
風
呂
好
き
で
す

が
風
呂
か
ら
あ
が
っ
て
、
さ
ら
に
一

仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
人
な
ら
熱
め

の
湯
に
一
一
丁
四
分
ぐ
ら
い
入
る
の
が

い
い
で
し
ょ
う
。
心
身
が
ひ
き
し
ま
v

り
ま
す
。
反
頭
、
長
湯
は
疲
れ
が
残
り
逆
効

果
で
す
。
も
ち
ろ
ん
高
風
圧
や
心
臓

の
弱
い
人
な
ど
に
は
熱
め
は
禁
物
で

す。
熱
い
湯
に
入
る
と
体
温
が
あ
が
る

た
め
血
圧
は
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
低
湿
な
ら
体
温
は
変
わ
ら

ず
、
し
か
も
毛
細
血
管
が
ひ
ろ
が
る

の
で
か
、
え
っ
て
血
圧
を
下
げ
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

普
通
位
j
m制
度
が
理
想
的
で
す
。
ま

た
あ
が
り
湯
に
日

i
m度
の
湯
を
浴
び

る
と
肌
を
ひ
き
し
め
、
湯
あ
が
り
あ
と

の
発
汗
を
防
ぎ
ま
す
。

し
か
し
健
康
な
人
に
限
り
ま
す
。

大
洗
町
立
土
問
中
学
校
備
品
と
し

て。

お

去
る
5
月
幻
臼
、
大
洗
町
食
生
活
改

善
推
進
員
連
絡
会
(
堀
野
満
穂
会
長
)

と
大
洗
町
の
、
主
催
に
よ
る
、
「
健
康
づ

く
り
講
習
会
」
が
西
村
滋
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
て
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

で
擬
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
刻
の
午
後
1
時
に
は
約
側
名
の
町

民
の
皆
さ
ん
で
席
が
埋
ま
り
、
「
テ
レ

ビ
寺
小
震
」
で
視
臨
制
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

講
演
に
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。講
演
が
は
じ
ま
る
と
、
明
や
ピ
ア
ノ
、

詩
の
朗
読
等
を
お
り
こ
ん
で
の
話
に
穂

衆
は
ひ
き
こ
ま
れ
、
時
間
の
経
過
も
忘

れ
て
熱
心
に
聴
き
、
大
き
な
感
銘
を
受

け
た
様
子
で
し
た
。

次
に
堀
野
会
長
か
ら
の
ご
投
稿
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

i
l
l
-
-
*
l
i
j
i
-
-
*
1
1
1
1
1
1
*
j
i
-
-
-

食

推

会

長

堀

野

満

穂

5
月
幻
自
、
午
後
1
時
か
ら
、
大
洗

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

i
ル
に
於
て
西
村

滋
先
生
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
会
員
さ
ん
が
平
く
か
ら
会

場
の
準
備
を
し
て
先
生
の
御
出
を
お
迎

え
し
、
各
地
各
種
団
体
、
一
般
の
お
客

様
を
お
一
人
お
一
人
真
心
の
出
迎
え
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

勝
回
か
ら
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
ナ

レ
i
タ
i
役
の
佐
藤
先
生
と
の
怠
の
合

っ
た
楽
し
く
て
悲
し
く
て
そ
し
て
素
敵

な
講
演
会
に
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
程

で
し
た
。
幼
少
年
期
を
逆
境
に
育
ち
、

ま
た
成
長
期
の
数
多
い
ご
苦
労
に
立
ち

向
か
っ
て
も
夢
を
持
ち
つ
づ
け
て
努
力

し
た
生
き
ざ
ま
に
腕
つ
ま
る
様
な
思
い

で
し
た
が
、
折
々
ピ
ア
ノ
と
ソ
フ
ト
な

お
声
の
先
生
の
歌
が
心
に
し
み
る
様
で

し
た
。両
手
に
花
束
一
杯
の
先
生
が
歌
っ
て

下
さ
っ
た
琵
琶
湖
周
航
の
唄
を
合
唱
し

て
感
動
的
な
幕
が
下
り
ま
し
た
。

一
、
力
メ
一
フ
一
・
台

(
六
万
七
千
五
百
円
相
当

大
洗
町
磯
浜
町

六八八一ノニ五一

回
口
誠
↑
拝
殿

大
洗
町
議
会
広
報
活
動
用
と
し

て。一
、
姿
見
鏡
ニ
枚
(
二
万
円
相
当
)

去
る
5
月
紅
白
日
・

6
月
7
日
目
仰
の

両
日
、
大
洗
青
年
会
議
所
J
・
C
(
川
崎

賞
理
事
長
外
日
名
)
が
花
壌
作
り
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

青
年
会
議
所
で
は
年
間
事
業
計
画
の

一
つ
に
繰
化
運
動
が
あ
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
釘
の
環
境
美
化
に
協
力
し
よ
う

と
実
施
し
た
も
の
で
、
両
日
と
も
午
前

6
時
、
現
地
に
お
も
い
お
も
い
に
ス
コ

ッ
プ
等
を
持
参
し
て
集
合
し
あ
ら
か
じ

め
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
大
洗
の
鳥
「
か
も

め
」
と
コ
O
A
R
A
I
」
の
文
字
が
大

洗
の
花
で
あ
る
つ
つ
じ
(
脚
本
)
の
苗
木

で
型
造
ら
れ
ま
し
た
。

6
月

7
日
に
は
姉
妹
J
-
C
で
あ

る
妄
頼
関

J
-
c日
名
の
皆
さ
ん
が
当

町
を
訪
問
し
、
訪
問
記
念
と
し
て
松
日

本
を
自
分
遠
の
手
で
植
樹
い
た
し
ま

し
た
。な
お
花
墳
が
作
ら
れ
た
場
所
は
夏
海

バ
イ
パ
ス
(
南
中
下
)
縁
地
に
あ
り
町
民

は
も
と
よ
り
、
大
洗
に
来
町
さ
れ
る
観

光
客
に
も
美
し
い
花
を
十
分
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

南
中
学
校
第
二
学
年
生
徒

父
兄
代
表
植
田
靖
子
殿

日同月
M
B
に
は
水
一
戸
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
伺
い

ま
し
た
。
先
生
の
深
い
人
生
観
の
一
端
に
ふ
れ

さ
せ
て
頂
き
、
充
実
し
た
講
演
会
が
ぶ

じ
に
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て

町
当
局
の
ご
理
解
と
多
く
の
方
々
の
温

い
お
力
添
え
の
お
陰
様
と
心
か
ら
感
謝

し
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
食
推
の
活
動

に
明
る
く
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。

大
洗
町
立
海
中
学
校
備
品
と
し

て。

宙
極
陸
揚
@
お
細
島
世

母
子
、
老
人
、
重
一
度
的
受
給
者
証
が

七
月
一
日
か
、
竹
新
し
く
怠
り
ま
し
た
。

ま
だ
交
換
を
ウ
れ
マ
い
U

怠い
U

受
給
者
拡

器
民
健
康
保
険
係
で
取
替
え
マ
下
ウ
い
U

。

一
枚
(
一
一
一
万
円
相
当
)

一
、
鏡大

洗
町
磯
浜
町
三
九
九
番
地

大
貫
工
務
庖

代

表

大

賞

明

男

殿

(3)第187号

大
賞
地
区
集
会
所
備
品
と
し
℃



らあ 第187号 (4)

県
主
催
の
「
祭
政
教
室
」
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。
こ
れ
は
、
パ
ス
で
県
の
施
設
等
を
見
学
し
て
、
県
政
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
幻
世
紀
に
向
け
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
常
陸
那
珂
地
区
や

婦
人
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
好
評
の
県
立
婦
人
教
育
会
館
等
を
見
学
し
て
頂

き
ま
す
。

〔
麗
行
コ

i
ス〕

l
出
島
村
郷
土
資
料
館
、
県
立
白
浜
少
年
自
然
の
家
、
県
立
婦

人
教
育
会
館

山
一
対
日
目
(
木
)
水
戸
駅
南
口

(
9
・
・
∞
発
、
口
・
・
叩
着

)
1定
員
印
人

日
立
駅
中
央
口

(
9
・
・
∞
発
、
口
・
・
担
肴

)
1定
員
印
人

日
月
初
日
(
火
)
笠
関
駅
前

(
9
・
・
∞
発
、
口
・
・
日
潜

)
l定
員
印
人

常
陸
大
宮
駅
前

(
9
・
・
∞
発
、
口

--m着
)
H
H
定
員
印
入

山
月

m
g
(木
)
水
戸
駅
南
口

(
9
・
・
∞
発
、
打
・
・
叩
着

)
l定
員
間
人

(
泉
北
コ

i
ス
〕
よ
高
控
那
珂
地
区
(
沼
水
戸
射
爆
場
跡
地
)
、
大
洗
港
と
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
、
原
電
東
海
原
子
力
館

山
月
初
日
(
月
)
水
戸
駅
南
口

(
9
・
・
叩
発
、
日
・
・
日
着

)
l定
員
別
人

日
立
駅
中
央
口

(
9
・
・
日
発
、
日
:
日
着

)
1定
員
印
人

。
参
加
資
格
四
歳
以
上
、
田
市
内
居
住
者
(
県
職
員
不
可
)

。
申
込
先
日
閣
沼
間
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
・
希
望
コ

l
ス
と
そ
の
笑
純
白
・
乗
降
希
望
場
所
を
記
入

の
う
え
、
一
γ
抑
水
戸
市
三
の
丸
一
ー
ー
五
i
一
二
八
、
茨
城
県
県
北

地
方
総
合
事
務
所
総
務
課
へ
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

。
申
込
締
切

8
月
紅
白
(
月
)
(
当
日
消
印
有
効
)

。
そ
の
他
参
加
費
無
料
・
昼
食
各
自
持
参

。
問
い
合
せ
先
茨
城
県
県
北
地
方
総
合
事
務
所
総
務
課

宮

n
i
8
1
1
1
・
内
線

5
4
1
3

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

.aJ1." 
量文

(
無
料
)

井

坂

啓

先

生

弁
護
士

一、
と

き

七
月
十
七
日
(
金
)

午
前
十
時
j
午
後
三
時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
三
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

t"¥ 

場
近
な
田
一
山
政

あ
本
た
の
患
で

おお昭和62if.7月1臼

はまやワ等の資源保護に

ご協力をグ

鹿島灘でとれる、はまぐり、ひらがい、およびうばがい

は茨城県における重要な水産資源で、す。

そこで、これらの資源を保護し、計画的にとるため、関

係する漁業協同組合では自主的にとってはならない区域や

期間等を設けて資源の保護に努めています。

また、茨城県においても大洗町、大洋村~大野村、波崎

町の三ヵ所に保護水面を設けて、全面的に貝類をとること

を禁止するとともに、資源を有効に利用するため、はまくや

り、ひらがいは殻の長さ三センチメートル以下、つばがい

は七センチメートル以下のものをとることや、所持、販売

することを漁業調整規制で禁止しています。

このため、規射に違反して貝をとったり所持したり販売

することは、規射により厳しく罰せられますので、このよ

うな行為をしないよう、遊漁者の皆さんをはじめ、魚屋き

んなど販売にたずさわる方々は特に注意してください。

料

ω府
切
回
国
凸
厄
岡
田

5

小
@
中
学
生
の
海
の
富
一
翻
@
作
文
募
集

7
月
初
日
「
海
の
記
念
日
」
を
祝
し
、
ポ
ス
タ
ー
、
掲
示
幕
、
記
念
タ
オ
ル
、

乱
日
ま
で
の
ね
日
開
を
「
海
の
匂
間
」
町
広
報
P
R
、
港
内
清
掃
の
笑
施

と
し
て
全
国
的
に
い
ろ
い
ろ
の
行
事
が
マ
入
港
加
の
訪
船
慰
問

行
わ
れ
今
年
で
第
訂
回
を
迎
え
ま
し
た
。
入
港
船
に
対
し
て
訪
船
し
記
念
品
を

本
町
で
は
大
洗
港
フ
ェ
リ
ー
の
運
行
贈
り
乗
組
員
を
慰
労
し
ま
す
。

も
極
め
て
順
調
に
経
緯
し
、
相
つ
い
で
マ
関
係
協
力
機
関

新
船
が
就
航
し
て
い
る
中
、
関
係
者
の
@
関
東
海
運
局
那
珂
湊
海
運
支
局

協
力
を
得
て
次
の
と
お
り
海
の
記
念
臼
@
那
珂
湊
海
上
保
安
部
@
茨
城
県
三

の
行
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浜
港
湾
事
務
所
@
大
洗
町
@
大
洗
町

海
の
記
念
日
行
事
実
施
事
項
雲
臭
世
間
員
会
@
大
洗
港
振
興
協
会
@
大

マ
小
中
学
生
の
図
面
・
作
文
募
集
洗
港
入
出
港
安
全
対
策
協
議
会
@
大

図
画
:
・
海
に
関
す
る
も
の
洗
港
を
き
れ
い
に
す
る
会
@
日
本
沿

作
文
・
:

H

H

海
フ
ェ
リ
ー
側
@
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
附

※
図
画
作
品
を
、
役
場
、
公
民
館
、
タ
@
大
洗
埠
頭
開
発
附
@
大
洗
タ
i
ミ

l
ミ
チ
ル
等
に
展
示
し
ま
す
。
作
文
ナ
ル
鮒
@
茨
城
く
み
あ
い
流
通
闘

は
優
秀
作
品
約
五
十
編
の
「
文
集
」
@
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
@
磯
浜
漁

を
作
り
関
係
者
に
配
布
し
ま
す
。
業
協
同
組
合
@
関
東
海
事
広
報
協
会

マ

海

の

旬

開

広

報

茨

城

支

部

(

十

六

機

関

)

茨城県・茨城県警察本部

那珂湊海上保安部

町洗大

(62.5月現在)

--------
本 年 前年同期 増減数

発生件数 9 (27) 7 (38) ム2(ム11)

死者数 o ( 1) o ( 1) o ( 0) 

負傷者数 9 (33) 12 (60) ム3(ム27)

※( )内は累計を示す。

“毎月?日lét~通安全の臼"“ゆずり合いの11}，\がかよう突通安全"

勝催日 開始時間 健 喜善 名 開催場所 縫 善事 内 〆2寄

7月2B (木) 9 : 00- メ口入 善寺 練 習 会 リハーサル室 クオーレ会員による合奏練習

7月2，9， 13: 00- r{  レ コ二 教 室 リハーサル室 子どもを対象にしたクラシックバレエ教室
16，23，30日(村

7月4日(土) 19: 30- 第 4鴎七夕コンサート リハーサル.'i[
大洗町音楽協会会員及び協会入会希望者を対
象にした七タコンサート

7月5B(日) 10: 00- 第6郎女性カラオケ決勝大会 ホ lレ
東日本カフオケ振興会による女性カフオケ決
勝大会

7月10日(金) 10: 00- コ フ ス 車車 習 1)ハーサル室 コールさざなみ会員によるコーラスの練習
7月24日(金)

7 fllO日働~ 9 : 00- 寝袋品展示販売 大会議室 総サンピオーネ主催の寝袋品の展示販売
7 fl12日(日)

7月12日(日) 9 : 30- ふるさと民謡発表会 ホ /レ ふるさと民謡会による民謡の発表会

7月18日(土) 9 : 00- 日用雑貨展示即売会 リハーサル室 東京ジョーイ主催の日用雑貨展示卸売会7月19日(B)

7月21日(火) 10: 00- 県民集会全体集会 大会議室 県北総合事務所主催による県民集会全体集会

7月22日(水) 9 : 30- 連転免許証更新時講習会 大会議案 運転免許証所有者更新のための講習会

7月26日(日) 10: 00- ドラエもんまんが映童話上映会 ホ ノレ 目立セントラル側主催のまんが峡商会

大洗文住センター7月分行事予定表

大洗町における交通事故の発生状況
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関

在
宅
看
護
婦
等
の
調
査
の

お
知
ら
せ

茨
城
県
で
は
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
及
び
准
看
護
婦
の
免
許
を
持
っ

て
い
て
、
看
護
の
業
務
に
つ
い
て
い
な
い
方
を
調
べ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
就
業
を
希
望
す
る
方
に
は
、
就
業
に
必
要
な
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

現
在
、
家
庭
に
お
ら
れ
る
方
で
看
護
婦
等
の
免
許
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ

i
に
、
調
査
富
市
が
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
あ
な
た
の

御
希
望
や
、
御
意
見
等
を
記
入
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
出
し
に
な
っ
て
下

き
い
。特
に
7
月
1
日
か
ら
7
月
白
日
ま
で

の
1
ヶ
月
間
は
、
強
化
調
査
月
間
で
す

の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
禁
は
夜
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
取

り
に
き
て
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
く
だ

さ
れ
ば
、
自
宅
へ
郵
送
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
交
の
結
果
等
は
秘
努
扱
い

と
い
た
し
ま
す
。
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